
　　　

様子を見ながら、私はスローペースで大丈夫なのだから、ちょうどよい

案配だと感じながら体を前に進めていった。このウルトラマラソンの特

徴の1つは、各エイド（給水所）に用意されている食べ物が素晴らし

く充実している点にある。鶏の唐揚げ、卵かけご飯など、すべてのエイ

ドで栄養を補給していたらレースが終わる頃には太っているのではない

だろうかと思うほどの充実具合だ。

　スタートから10kmほどを1時間40分で走ることができ、最初は

順調なペースであった。このペースを保つことができればそれなりに余

裕を持って完走できる、と思いながら進んでいった。しかし20km地

点を過ぎたあたりからペースが落ちていく。途中のエイドで食べすぎた

せいもあるのかもしれないが、足の疲労が尋常ではないのだ。まだフル

マラソンの半分程度しか走っていないし、全体の3分の1でしかない

のに ･･･。この時点で、私は本当の意味での「体を動かし続けることの

過酷さ」を痛感していた。　

◎ピンチに救世主現わる

　ちょうど昼食時にエイドがあったのだが、制限時間から逆算すると、

すでに完走できないかもしれないというペースだったので、そのエイド

をスルーしようと思っていた時に、海岸沿いに1人の女性の姿が見え

た。彼女の横を通り過ぎようとすると「あなた、お昼ご飯はしっかり食

べたの？」と聞いてくるので、「いえ」と答えたところ、その女性は私

に並走するような形で追いかけてきて「食べないと駄目！これを食べな

さい」と、ミニあんぱんを渡してきたのである。どうやらその女性はウ

ルトラマラソンの経験者らしく、

食べずに走ったらエネルギー不足

でもたなくなるから昼食は必ず食

べろと助言してきた。特に甘いも

のは良いとのこと。そこまで言っ

ていただいたし、せっかくなので

そのミニあんぱんを食べながら走

り続けたところ、少し力を取り戻すことができた。それでも制限時間が

気になってしまうようなペースは変わらず、もはや「走る」という感じ

ではなくなっていた。その後、ごちそうを用意してくれていたはずのエ

イドも到着時間が遅かったせいかほとんど食べ物を置いておらず、先ほ

どいただいたミニあんぱんのありがたさが身に染みた次第。そして、よ

うやく最初の目標であったフルマラソンの距離を超えたものの、残りは

まだ20ｋｍほど ･･･ 本当にゴールにたどり着けるのか不安になった。

◎念願のゴールと次の目標

　フルマラソンの距離を超えると、もう本当に気力だけで前に進んでい

る感じがしていた。ついにゴール近くの建物が見え、「やった、あと少

しだ！」と思ったところで、何と「この先左折」の看板が。ゴールまで

直線的に行けると思っていたのに、さらに遠回りしなければならないの

か、と一瞬気落ちしたものの、どうにか最後の力を振り絞り、やっとの

思いでゴール。スタート前に温かい言葉をかけてくださった主催者の方

は、制限時間をかなりオーバーしていたにも関わらず本当に待っていて

くれて、感謝の念に堪えなかった。上の写真は私がゴールした瞬間のも

の。冷静に考えると当たり前のことかもしれないが、ゆっくりのペース

であれば12時間でも動き続けられるという甘い目算を立てていた自分

自身を大いに反省した次第だ。

　さて、そんな私の次の目標は100kmナイトウォークである。ウォー

キングであれば大丈夫なのではないかと、また甘く考えている？いや、

そんなことはない。先だって25kmほど歩き、その時の経験から簡単

ではないなと実感したからだ。今度こそしっかり準備をして臨みたいと

思っている。読者の皆様も健康づくりの一環として、歩いてみてはいか

がだろうか。ただし、くれぐれも無理だけはしないように。
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オフを充実させ、より良いビジネスライフを！

　「ウルトラマラソン」。それはどこか往年の特撮ヒーローの名前にも似

ており、何かとてつもないイメージを喚起させる名称だ。ウルトラマラ

ソンとは何か？それは、42.195kmを走るフルマラソン以上の距離を

走行するマラソンのことである。私はこのウルトラマラソンに挑戦した

ことがある。父親が長距離ランナーであったことから、自分もいつか父

と同じような距離を走ってみたいという思いを昔から抱いていた。しか

し、それを実行するにはやや遅きに失した感がある。

　最初のチャレンジは今から約９年前、2014年５月のことだった。

距離は65km。それ以前は20kmが自身の最大走行距離だったので、

一気に 3倍も増えたことになる。しかも、その 20kmも私が 20歳

の頃の記録であり、それ以降は

10km程度の大会に時折り出場

する程度だった。日頃、練習で

走っていたのは 5km ほど。ウ

ルトラマラソンを甘く考えてい

たとしか言いようがない有様で

ある。では、なぜそんな私が未

知の距離のマラソンに挑戦しよ

うと考えたのか。先述したような父と同じ距離を走ってみたいという願

望に加え、制限時間が長いというのが大きな理由であった。

　通常のフルマラソンであれば、６～7時間が制限時間として設けら

れている。他方、私が参加したウルトラマラソンの大会は 60kmを

12時間以内に走ればよかったのだ。計算すると、時速5kmで走れば

間に合うことになる。加えて、開催場所が近所であることも参加の決め

手の1つとなった。当時の私は、普段大した訓練もしていない人間が

12時間動き続けることの過酷さを知る由もなかったのである。それは

日常生活における活動時間―例えば朝５時に起床して朝食をとり、出

社して1日の仕事を終えて帰宅し、22時頃に就寝するという、そうし

た17時間とはまったく別ものなのだ。かくしてウルトラマラソンに参

加した私は、12時間歩いたり走ったりすることのつらさを思い知らさ

れることになるのだった。

◎緊張していたレーススタート時

　初参加となったウルトラマラソン当日。主催者の方が「制限時間を過

ぎてもお待ちしていますよ」という温かい言葉をかけてくれ、私は好天

の中でスタートの合図を待っていた。はたして、参加者は何人くらいい

ただろうか。そして、号砲とともにゆっくりと集団が動き出した。その

◎私がウルトラマラソンに参加した理由
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